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医学系研究実施のお知らせ 

 
医学系研究「中心性漿液性網脈絡膜症に対する治療効果を検討する後ろ向き研究」に関

する 研究実施のお知らせについて 
 
当院では、最適な治療を患者さんに提供するために、病気の特性を研究し、診断法、

治療法の改善などを目指す医学系研究を行なっています。そのような医学系研究の一つ

として、この研究も行われております。 
 このお知らせ文は、この研究の実施について皆様に知っていただき、研究内容を正し

く理解していただくと同時に、対象者となられる方が研究不参加を望まれる場合にはそ

の意思表明をしていただくためのものです。 
 なお、この研究は福岡学園倫理審査委員会の承認と、研究機関の長（福岡学園理事長 
水田祥代）からの許可を受けています。 
 

1. 研究の対象となる方の条件 
2021 年 4 月 1 日から 2024 年 4 月 30 日までに当院眼科を受診された中心性漿液性網脈絡

膜症の診療を受けた方が対象です。 

 目標症例数は 45 例です。 

対象者となることを希望されない方は、下記連絡先までご連絡下さい。 

 

2. 研究の目的や意義について 

中心性漿液性脈絡網膜症は、光を感じる神経の膜である網膜の中で、最も視力に関係す

る部分（黄斑）に網膜剥離が発生する病気です。３０～５０代の働き盛りの男性に多くみられま

す。片方の目に発症することが多いのですが、時に、両方の目の発症することもあります。ほと

んどは良好な経過をたどり自然に治ることが多い病気です。 

原因は不明ですが、ストレスが悪い影響を与えるともいわれています。それ以外には妊娠時

やステロイド薬の使用で起きることもあります。 

中心性漿液性脈絡網膜症は、黄斑付近の網膜に栄養分を供給する脈絡膜の血管から血

液中の水分がにじみ出て、この水分が黄斑付近に溜まることで網膜剥離が起こります。 

視力低下は軽い場合がほとんどです。視野の中心が暗く見える中心暗点、ものが実際よりも

小さく見える小視症、ものがゆがんで見える変視症が生じることがあります。普通は網膜剥離

が治ると症状は軽快しますが、何らかの見にくさが残ることが多いようです。 

しかし、慢性型は、にじみ出ている部分が不明瞭であり、さらに網膜剥離が長い期間続いた

りして、視力も低下してしまうこともあります。 

中心性漿液性脈絡網膜症に対しては、経過観察により自然治癒を待ちます。治療法と

しては、消炎薬を服用して、黄斑部の腫れをとる薬物療法が行われますが、病状によって



 2  

は「レーザーによる治療」や光感受性物質を用いた「光線力学療法」も行っています。また

最近は、ルテイン、ビタミン C、E、亜鉛、銅などを多く摂ったり、喫煙者が禁煙することで自

然治癒を促すとの研究報告があり、「ルテイン含有サプリメント摂取」の有効性が報告され

ています。 

今回、中心性漿液性網脈絡膜症に対して治療を施行した患者さんを対象に、治療成績の検

討と視力予後に影響を与える因子の検討を行います。これらの結果により、中心性漿液性網

脈絡膜症に対する治療の改善に貢献すると考えております。 

 

3. 研究の方法について 

 この研究を行う際は、対象となる方の診療録より以下の情報を取得します。調査内容は、患

者さんの年齢、性別、生活歴、病歴、病変タイプ、治療に使用した薬剤、治療後の視力・網膜

剥離・中心窩網膜厚の経過、治療後の眼底所見の変化、蛍光眼底造影所見の変化の有無、

再燃の有無、治療方法です。 

 この調査では、患者さんが病院で受けた検査や治療の情報をカルテから調べさせていただ

き、データとして集計します。従って、この研究にご協力いただくために、特別な検査や治療を

新たに行うことは一切ありません。  

 
4. 試料・情報の利用予定日について 

 この研究において研究対象者から得られた試料・情報を、研究のために利用を開始するの

は、2024 年 6 月 1 日からが予定されています。 

 また予定されている研究期間は、2029 年 3 月 31 日までですので、この試料・情報がその期

日を過ぎて利用されることはありません。 

 

5. 試料や情報の管理について 

 この研究において研究対象者から得られた試料・情報の管理責任者は、学校法人福岡学園

の理事長・水田祥代です。 

この研究において研究対象者から得られた情報は、研究終了後、福岡歯科大学総合医学講

座眼科学分野において同分野教授の大島裕司の責任の下、１０年間保存した後、研究用の

番号等を消去し、廃棄します。 

 

6. 研究に関する情報や個人情報の開示について 

この研究に参加してくださった方々の個人情報の保護や、この研究の独創性の確保に支障

がない範囲で、この研究の研究計画書や研究の方法に関する資料をご覧いただくことができ

ます。資料の閲覧を希望される方は、ご連絡ください。 

 

7. 研究の実施体制について 

研究実施場所 学校法人 福岡学園 
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（分野名等） 福岡歯科大学医科歯科総合病院 眼科 
研究責任者 福岡歯科大学 総合医学講座眼科学分野 教授 大島裕司 

 
 
8. 相談窓口について 

この研究に関してご質問や相談等ある場合は、下記担当者までご連絡ください。 
事務局 

（相談窓口） 
福岡歯科大学 総合医学講座眼科学分野 教授 大島 裕司 

連絡先：〔TEL〕092-801-0411 （病院代表） 

    〔FAX〕092-801-0735 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：oshima@fdcnet.ac.jp 
 

（作成日：2024 年 5 月 3 日 最終修正日：5 月 26 日） 

 

 

 


